
【３文抜き書き】
１⃣ところが、その涙が流れて流れてとまらないのでありました。　　
２⃣自分は今まで、人から冷たい眼ばかりで見られてきました。　　
３⃣ところが、この草鞋をはいた子どもは、盗人であるじぶんに牛の　仔をあずけてくれま
した。
４⃣こんなことは、盗人のじぶんには、はじめてのことであります。
５⃣かしらの眼から涙が流れてとまらないのはそういうわけなのでした。
【１段落目】
・私が１番すごいなと思ったところは、仔牛と子どもがかしらの心を美しくにしたことで
す。
・理由は、子どもと仔牛に美しい心にすることができるとは思わなかったからです。
・もしかしたら、子どものほうが、大人に親しみやすく声をかることができて、ひねくれ
た心を美しい心にできるのかなと思った
【２段落目】
・
【３段落目】


